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少
雨
が
続
き

乾
燥
に
よ
る
火

災
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
江
戸

時
代
に
は
「
火
事
と
喧
嘩
は

江
戸
の
華
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
日
常
茶
飯
事
で
、
大
規
模

な
火
災
も
多
か
っ
た
。

　

大
火
は
幕
府
の
大
き
な
財

政
負
担
と
な
っ
た
。
10
万
人

超
が
亡
く
な
っ
た
明
暦
の
大

火
で
は
幕
府
ナ
ン
バ
ー
２
の

保
科
正
之
が
救
援
を
指
揮
し

た
。
連
日
炊
き
出
し
を
実
施

し
、
焼
け
出
さ
れ
た
町
民
に

16
万
両
を
支
給
し
た
。
財
政

を
心
配
す
る
幕
閣
に
対
し
、

正
之
は
「
幕
府
の
貯
蓄
は
こ

う
い
う
時
に
使
っ
て
民
衆
を

安
堵
さ
せ
る
た
め
の
も
の
」

と
一
喝
し
た
と
い
う
。
大
経

大
客
員
教
授
の
岡
田
晃
氏
の

コ
ラ
ム
に
あ
っ
た
。

　

昨
年
、
大
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
大
阪
で
は
、
10
万
件
を

超
す
一
部
損
壊
被
害
へ
の
府

独
自
の
支
援
金
が
「
財
政
」

を
理
由
に
見
送
ら
れ
た
。
台

風
21
号
の
災
害
対
策
本
部
は

設
置
さ
れ
ず
、
陣
頭
指
揮
を

執
る
は
ず
の
知
事
は
被
災
の

３
日
後
に
沖
縄
知
事
選
支
援

と
外
遊
に
発
っ
た
。

　

３
月
１
日
か
ら
は
春
の
火

災
予
防
週
間
。
災
害
へ
の
備

え
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、

被
災
時
の
ト
ッ
プ
の
対
応
を

見
つ
め
直
し
た
い
。 

（
Ｙ
）

　

政
策
部
は
「
２
０
１
８
年
度
会
員
意
見
調
査
」
の
結
果

（
速
報
）
を
15
日
に
ま
と
め
た
。
診
療
報
酬
の
施
設
基
準

の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
、「
反
対
」
と
回
答
し
た
人
は
49

・
２
％
で
、「
賛
成
」
は
11
・
３
％
だ
っ
た
。
施
設
基
準

で
満
た
せ
な
い
要
件
に
つ
い
て
は
、「
算
定
な
ど
実
績
要

件
」
と
「
医
療
機
器
な
ど
設
備
要
件
」
が
と
も
に
４
割
を

占
め
た
。
施
設
基
準
の
届
出
に
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。 

（
４
面
に
主
な
結
果
）

施設基準が増加傾向にあることについて
賛成 11.3%
どちらとも言えない 35.5%
反対 49.2%
無回答 4.0%

施設基準で満たせない要件は何ですか
歯科衛生士など人員要件 23.8%
研修の修了要件 8.5%
算定など実績要件 39.9%
医療機器など設備要件 42.3%
その他 4.4%
無回答 21.4%

　

２
０
１
８
年
４
月
の
診
療

報
酬
改
定
の
評
価
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
良
か
っ

た
」
は
わ
ず
か
３
・
６
％

で
、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

良
か
っ
た
」
と
合
わ
せ
て
も

２
割
に
満
た
な
か
っ
た
。

「
良
く
な
か
っ
た
」「
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
良
く
な
か
っ

た
」
の
否
定
的
な
声
は
３
割

を
超
え
た
も
の
の
、「
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
」
が
最
多

の
49
・
２
％
を
占
め
た
。
プ

ラ
ス
改
定
の
一
方
で
施
設
基

準
が
複
雑
化
し
た
こ
と
や
、

初
再
診
料
に
減
算
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
な
ど
が
影
響
し
、
判
断
に

迷
う
姿
が
伺
え
る
。

　

施
設
基
準
で
は
、
要
件
を

満
た
せ
ず
に
届
出
で
き
な
い

項
目
を
尋
ね
た
。「
か
強

診
」
が
最
多
の
41
・
５
％
に

　

大
阪
府
民
の
平
均
寿
命
は

男
性
80
・
23
歳
、
女
性
86
・

73
歳
で
、
男
女
と
も
に
全
国

で
38
位
と
な
っ
て
い
る
。
主

要
死
因
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

「
悪
性
新
生
物
」
に
よ
る
死

亡
率
（
75
歳
未
満
・
人
口
10

万
人
対
）
は
、
男
性
43
位
、

女
性
41
位
で
あ
り
、
有
訴
者

の
割
合
は
全
国
５
位
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
有
数
の
不
健

康
都
市
・
大
阪
で
、
府
民
の

健
康
を
大
き
く
損
な
う
カ
ジ

ノ
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。あ

き
れ
た
リ
ー
フ

　

大
阪
府
保
険
医
協
会
は
大

阪
万
博
決
定
後
の
昨
年
11
月

27
日
、
医
療
・
福
祉
施
策
に

関
わ
る
「
大
阪
府
へ
の
要

望
」
を
も
と
に
、
大
阪
府
と

交
渉
を
行
い
「
カ
ジ
ノ
誘
致

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
府
民
の

不
健
康
な
状
況
の
改
善
に
策

を
尽
く
す
べ
き
」と
求
め
た
。

　

し
か
し
大
阪
府
Ｉ
Ｒ
推
進

室
は
、「
経
済
波
及
効
果
や

雇
用
創
出
が
見
込
め
る
」
と

強
調
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

や
治
安
と
い
っ
た
懸
念
事
項

へ
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で

「
大
阪
モ
デ
ル
」
を
構
築
し
、

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策

の
〝
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
〞
を

目
指
し
た
い
」
と
主
張
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
協
会
は

「
行
政
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
勧

め
て
依
存
症
に
な
る
人
を
つ

く
っ
て
ど
う
す
る
の
か
」
と

府
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し

た
。

　

呆
れ
る
こ
と
は
こ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
Ｉ
Ｒ
推
進
局
推

進
課
推
進
グ
ル
ー
プ
は
昨
年

12
月
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
将

来
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め
り

込
ま
な
い
た
め
に
」
を
作
成

し
、
大
阪
府
内
の
高
等
学
校

・
支
援
学
校
の
３
年
生
全
員

に
約
９
万
部
を
配
布
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
フ
は
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
と
の
〝
付
き
合
い
方
〞

と
し
て
「
生
活
に
問
題
が
生

じ
な
い
よ
う
金
額
と
時
間
の

限
度
を
決
め
て
、
そ
の
範
囲

内
で
楽
し
む
娯
楽
で
す
」
な

ど
と
し
、
あ
た
か
も
「
ギ
ャ

ン
ブ
ル
」
に
「
違
法
性
」
が

な
い
か
の
よ
う
な
表
現
が
さ

れ
て
い
る
。
高
校
生
に
大
き

な
誤
解
を
与
え
る
も
の
で
、

こ
の
よ
う
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
行
政
が
配
布
し
た
こ
と
に

強
い
怒
り
を
覚
え
る
。

健
康
守
る
府
政
へ

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
依
存
症
を

伴
い
、
家
族
・
親
族
が
借
金

の
尻
ぬ
ぐ
い
を
何
度
も
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
家
族
関

係
崩
壊
、
お
金
を
求
め
て
の

周
り
へ
の
暴
力
行
為
な
ど
、

肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
強

い
ら
れ
、
窃
盗
や
万
引
き
な

ど
の
犯
罪
に
も
つ
な
が
る
。

本
人
だ
け
で
な
く
周
り
に
も

長
年
害
を
与
え
続
け
て
い
る

の
が
実
態
だ
。

　

カ
ジ
ノ
の
た
め
の
莫
大
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用
を
つ
ぎ

込
む
よ
り
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
な
ど
の
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
や
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
の

復
活
、
二
重
行
政
の
名
の
下

で
の
市
民
病
院
つ
ぶ
し
の
中

止
な
ど
、
府
民
の
命
と
健

康
、
暮
ら
し
を
重
視
す
る
行

政
に
転
換
す
べ
き
だ
。

内
療
法
な
ど
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。

　

調
査
は
、
開
業
医
会
員
の

３
割
を
無
作
為
抽
出
し
、
医

院
経
営
や
診
療
報
酬
、
政
治

意
識
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね

た
。
期
間
は
１
月
21
日
〜
２

月
４
日
で
、
回
答
率
は
21
・

７
％
だ
っ
た
。

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
（
中
医
協
）
は
13
日
、
消

費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

に
伴
う
診
療
報
酬
改
定
案
を

取
り
ま
と
め
、
厚
労
相
に
答

申
し
た
。
初
診
料
は
２
３
７

点
か
ら
２
５
１
点
に
、
再
診

料
は
48
点
か
ら
51
点
に
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。
歯
科
訪

問
診
療
１
は
１
０
３
６
点
か

ら
１
１
０
０
点
に
、
同
２
は

３
３
８
点
か
ら
３
６
１
点
、

同
３
は
１
７
５
点
か
ら
１
８

５
点
に
な
る
。
10
月
に
診
療

報
酬
改
定
を
実
施
す
る
。

　

消
費
増
税
に
伴
う
診
療
報

酬
改
定
は
、
２
０
１
８
年
12

月
17
日
の
財
務
相
と
厚
労
相

の
折
衝
に
よ
っ
て
本
体
０
・

41
％
（
国
費
ベ
ー
ス
で
約
２

０
０
億
円
増
）
の
引
き
上
げ

で
合
意
し
て
い
た
。
内
訳
は

医
科
０
・
48
％
（
約
１
７
０

億
円
）
増
、
歯
科
０
・
57
％

（
約
20
億
円
）
増
、
調
剤
０

・
12
％
（
約
10
億
円
）
増
。

　

診
療
報
酬
へ
の
補
填
を
巡

っ
て
は
、
前
回
増
税
時
の
対

応
で
補
填
不
足
が
あ
っ
た
こ

と
を
18
年
７
月
に
厚
労
省
が

公
表
。
病
院
や
診
療
所
な
ど

で
１
〜
２
割
も
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
増
税

の
た
び
に
医
療
機
関
の
「
損

税
」
問
題
が
深
刻
化
す
る
こ

と
か
ら
、
中
医
協
で
は
「
診

療
報
酬
で
の
対
応
は
限
界
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。

　

歯
初
診
は
、
滅
菌
体
制
と
院
内
感

染
防
止
対
策
の
研
修
を
受
講
し
た
常

勤
歯
科
医
師
が
１
人
以
上
い
る
場
合

に
届
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
修
を

受
け
た
歯
科
医
師
が
い
な
い
の
に
届

出
を
し
た
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に

研
修
を
受
け
届
出
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
研
修
を
受
講
し
た
旨
の
届
出

を
し
な
い
と
、
４
月
１
日
以
降
は
歯

初
診
の
施
設
基
準
の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
り
、
初
診
料
・
再
診
料
お
よ

び
歯
科
訪
問
診
療
料
は
減
算
さ
れ
た

点
数
で
算
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

協
会
は
、
院
内
感
染
防
止
対
策

（
歯
初
診
）
を
含
め
た
施
設
基
準
研

修
会
を
３
月
17
日
に
開
催
す
る
。
未

受
講
の
先
生
は
、
ぜ
ひ
受
講
い
た
だ

き
た
い
。

　

な
お
、
４
月
以
降
は
、
届
出
を
す

る
時
点
で
研
修
を
受
講
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
新
規

開
業
を
予
定
し
て
い
る
方
や
、
継
承

な
ど
に
よ
る
遡
及
開
業
を
予
定
し
て

い
る
方
も
、
必
ず
事
前
に
受
講
い
た

だ
き
た
い
。

 

（
開
催
要
項
３
面
）

％
と
続
い
た
。

　

施
設
基
準
で
満
た
せ
な
い

要
件
に
つ
い
て
は
、「
医
療

機
器
な
ど
の
設
備
要
件
」
42

・
３
％
、「
算
定
な
ど
実
績

要
件
」
39
・
９
％
、「
歯
科

衛
生
士
な
ど
人
員
要
件
」
23

・
８
％
と
な
っ
た
。
設
備
投

資
や
訪
問
診
療
の
実
績
な
ど

が
届
出
を
阻
ん
で
い
る
。

　

診
療
報
酬
の
改
善
で
は
、

根
管
治
療
や
初
再
診
料
、
歯

達
し
、「
外
来
環
」
30
・
２

％
、「
歯
援
診
」「
レ
ー
ザ
ー

機
器
加
算
」
と
も
に
23
・
４

会
員
意
見
調
査

会
員
意
見
調
査

２
０
１
８
年
度

４
割
が
「
実
績
」「
設
備
」
満
た
せ
ず

診療報酬

消
費
増
税
対
応　

損
税
の
深
刻
化
懸
念届

出
は
３
／
29
必
着

歯初診・外来環・歯援診・か強診

３/17に施設基準研修会

10
月
か
ら
初
診
料
２
５
１
点
に

大阪府と大阪市が府内全高校３年生に配布した
リーフ。ギャンブルを「娯楽」としたり、ギャ
ンブル依存症について「回復することは可能で
す」と説明したりしている。※下線は協会

賭
博
は
〝
娯
楽
〞
な
の
か

カジノより
医療・福祉
大阪府保険医協会
副理事長
井上 賢二

お知らせ　会費の減免制度

　15年以上継続して協会の会員で、①
満70歳以上の開業医会員の方は会費を
減額（5500円→3000円）、②満75歳以
上の方は会費が免除される制度があり
ます。
　ただし、協会の共済制度利用中は対
象外となります。会費免除となった先
生方には『大阪歯科保険医新聞』のみ
を届け、協会発行書籍は配付しており
ません。本制度の申請は、協会組織部
まで。

70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


